
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和06年02月02日

計画の名称 歴史・伝統文化と人が共生する快適なまちづくり

計画の期間   令和０６年度 ～   令和０８年度 (3年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 白河市

計画の目標  本市の中心市街地は、400年来の城下町として形成され、白河駅を中心に北側に官公庁、南側に商店街が立地し、行政や経済・文化の中心として発展してきた。また、長い歴史の中で伝統や文化が育まれ、数多くの歴史的・文化的資源

や景観資源が残されている。一方、昭和57年の東北新幹線の開業以降、ＪＲ新白河駅周辺において新たな都市基盤が整備され、車社会の進展による生活圏域の拡大、大型小売店舗の中心市街地からの撤退など、社会環境の変化に伴い

市街地の低密度化・分散化が進行している。

　このため、市庁舎に隣接する市民会館跡地に少子高齢化や人口減少に対応した複合的な機能を有する施設や市民駐車場を整備し、市民サービスの維持向上を図るため、「白河市公共施設等総合管理計画」に基づき、財政負担の軽減を

図りながら公共施設の複合化・多機能集約化による再編を行うとともに、新たな賑わいを創出し、中心市街地の活性化を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 814  Ａ                 814  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R4 R8

   1 中心市街地における居住人口の増加

中心市街地における居住人口の割合 4% % 4%

調査基準日における中心市街地を構成する町字の居住人口を住民基本台帳から数え出して調査し割合を算出する。

   2 中心市街地における歩行者通行者数の増加

中心市街地における歩行者数の増加 2109人/日 人/日 4218人/日

白河市中心市街地活性化基本計画で設定した中心市街地内８地点における平日歩行者通行者数について、午前10時から午後6時までの間に当該地点を通過した歩行者数を

 数えることで調査し、それらの合計値により算出する。

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000546975



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R06 R07 R08 R09 R10 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

市街地整備事業 A13-001 市街地 一般 白河市 直接 白河市 － － 暮らし・にぎわい再生事

業（中心市街地地区）

立体駐車場　0.5ha 白河市  ■  ■  ■         814 策定済

 小計         814

合計         814
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